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配
超
詔
放
射
能
漏
れ
不
安
訴
え

　
太
平
洋
に
面
し
た
南
相

馬
市
は
福
島
第
１
原
発
か

ら
北
約
2
5
．
・
に
あ
り
、
大

津
波
で
は
２
千
戸
以
上
が

壊
滅
、
死
者
・
行
方
不
問

者
は
千
人
以
上
と
い
う
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
1
5

日
に
は
市
の
大
部
分
が
屋

内
退
避
と
な
っ
た
。

　
常
盤
さ
ん
は
市
中
心
部

の
原
町
区
で
整
形
外
科
診

療
所
を
開
業
。
地
震
後
、

災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
市

立
総
合
病
院
に
入
っ
た

が
、
「
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
不
通
で
、
防
災

対
策
は
あ
っ
た
は
ず
な
の

に
市
と
病
院
と
の
間
で
遅

？－

�絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。
支

援
要
請
は
届
か
ず
、
機
能

不
全
の
状
態
。
医
薬
品
も

福島県南相馬市の被災状況を話す
常盤さん夫妻＝岡山市

食
料
も
底
を
つ
き
そ
う

で
、
患
者
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
状
態
で
は
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
街
の
　
た
だ
、
古
里
へ
の
心
配

ス
ー
パ
ー
に
品
物
は
な
は
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
市

く
、
通
り
に
は
人
影
も
な
の
非
常
勤
保
健
師
も
務
め

く
な
っ
て
い
た
。
　
　
る
恵
子
さ
ん
は
「
い
ま
だ

　
炉
心
溶
融
や
燃
料
の
露
に
自
宅
に
こ
も
っ
て
い
る

出
、
水
素
爆
発
、
基

を
超
え
る
放
射
性
物

検
出
－
。
日
本
が
初

経
験
す
る
原
発
の

に
、
聡
さ
ん
は
「
国

射
線
量
の
観
測
値
を

し
て
い
る
が
、
住
民

発
表
を
そ
の
ま
ま
信

れ
る
の
か
と
い
う
　
　

バ

安
が
あ
る
」
と
い
う
。

　
実
際
、
群
馬
、
新
潟
県

な
ど
に
少
な
く
と
も
２

づ

Ｏ
Ｏ
人
以
上
の
市
民
が
集

一
団
避
難
し
て
い
る
。
被
ば

く
へ
の
恐
怖
も
あ
る
。
常

盤
さ
ん
一
家
は
「
今
も
続

く
余
震
に
夜
も
眠
れ
な
い

３
人
の
子
ど
も
た
ち
の

お
年
寄
り
は
少
な
く
な
い
一

と
思
う
。
体
が
不
自
由
な

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
市
職

員
が
各
戸
を
回
っ
て
い
る

だ
ろ
う
が
、
合
併
（
２
０

０
６
年
）
で
担
当
が
代
わ

り
、
一
人
一
人
の
詳
し
い

状
態
を
把
握
で
き
て

い
の
で
は
」
と
言
う

　
聡
さ
ん
は
扁
島

に
七

の
病
院
で
泊
ま
り
込
み
で

診
療
を
続
け
て
い
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
疲
弊
し
き
っ

て
い
る
。
私
自
身
、
医
師

姿
を
見
て
」
県
外
避
難
を

決
意
。
以
前
か
ら
交
流
の
】

あ
っ
た
国
際
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本

部
・
岡
山
市
）
の
関
糸
者

を
頼
っ
て
1
6
日
、
岡

四

に

Ｉ

逃
れ
た
。

と
し
て
役
に
立
ち
た
い
と
一

思
う
が
、
今
は
ど
う
し
て

い
い
か
・
…
い
つ
か
は
南

相
馬
に
戻
り
た
い
。
そ
れ

ま
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
通

じ
て
何
か
で
き
れ
ば
」
と

力
を
込
め
た
。

　
　
　
　
　
（
伊
丹
友
香
）
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